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あらまし：香川大学では，教室に設置された ICT機器を用いた授業の効果的な実施を支援するため，香川

大学型 IT教卓システムを開発した．香川大学型 IT教卓システムは，ICT機器制御システムを用いること

で ICT機器を同じインタフェースで操作可能としている．本研究では，香川大学型 IT教卓システムの操

作ログから教室別 ICT 機器利用パターンを抽出した．本論文では，抽出された ICT 機器利用パターンに

ついて述べる． 
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1. はじめに 
京都大学（2014）の高等教育機関等における ICT

の利活用に関する調査研究委託業務成果報告書(1)は，

多くの教育機関が ICT 活用教育を導入しているが，

その効果について測定しておらず，測定している教

育機関も質問紙調査やテストなど限定的な方法に限

られていると述べている．香川大学でも，教室に設

置された ICT機器を用いた授業の効果的な実施を支

援する香川大学型 IT 教卓システム(2)を開発したが，

その効果について測定してこなかった．導入した

ICT 活用教育の評価や改善のために，ICT 活用教育

の効果を測定する有効な手法が求められている． 

本研究では，ソフトウェアや情報システムのユー

ザモデリング技術の一つである運用プロファイルに，

状態の滞在回数と滞在時間を付与した拡張運用プロ

ファイル(3)を用いて，教員の授業中の ICT 機器利用

をモデル化した ICT 機器利用パターンを抽出した．

香川大学型 IT 教卓システムの操作ログから抽出さ

れた ICT機器利用パターンは，これまでの測定手法

では得られない教員の授業中の ICT機器利用の順番

や傾向などを表現しており，ICT 機器利用パターン

の抽出は，ICT 活用教育の効果測定に一定の効果が

あることが示された．本研究で提案した ICT機器利

用パターンは，ICT 活用教育の効果測定や，ICT 機

器整備計画立案のための方策を提案するだけでなく，

授業における ICT機器を活用したカリキュラムデザ

イン，学習環境デザインなど教育デザインにおいて

も寄与するものである． 

 

2. 香川大学型 IT教卓システム 
香川大学では，教材表示用のプロジェクタ，マイ

クやスピーカ等の音響装置，ブルーレイデッキ，書

画カメラなどの教材提示装置だけでなく，テレビ会

議システムや講義収録システムなど，複雑な操作を

要する ICT機器が設置されている教室がある．教室

によっては，これらの ICT機器を複数のリモコンで

別々に操作する必要があった．また香川大学は，4キ

ャンパス（幸町キャンパス，林町キャンパス，三木

町農学部キャンパス，三木町医学部キャンパス）か

らなり，キャンパスごとに独立して ICT機器が導入

されることで，更に多くのタイプの ICT機器が導入

されていた．教室に設置されている ICT機器のイン

タフェースの違いは，教員の円滑な授業実施の妨げ

となっている．運用支援スタッフも，教室に設置さ

れた ICT機器の操作支援や運用支援に多くの労力を

割く必要があった．そこで，香川大学では，教室に

設置された様々な ICT機器を用いた授業を支援する，

香川大学型 IT教卓システムを開発した．香川大学型

IT教卓システムは，教室に設置された ICT機器を同

じインタフェースで操作可能としており，香川大学

において学内 10教室で実際に運用されている． 

 

四国地区 教育システム情報学会 2015年度学生研究発表会

135



3. 香川大学型 IT 教卓システムの操作ログか
らの教室別 ICT機器利用パターンの抽出 

本研究では，香川大学教育学部 415講義室，工学

部 3201講義室，農学部 A401講義室，医学部看護学

科 303 教室に設置された香川大学型 IT 教卓システ

ムの 2015年 4月 8日から 2015 年 4月 30日までの

操作ログを用いて教室別 ICT機器利用パターンの抽

出を行なった．この期間において IT教卓システムを

用いた授業は，教育学部 415 講義室では 21 コマ，

2025分，工学部 3201講義室では 27コマ，2739分，

農学部 A401 講義室では，11 コマ，854 分，医学部

看護学科 303 教室では，28 コマ，2516 分実施され

た． 

図 1は，抽出された医学部看護学科 303教室の ICT

機器利用パターンを示している．医学部看護学科

303 教室では，開始状態から 82%で状態「持ち込み

PC(RGB 接続)」，7%で状態「持ち込み PC(HDMI 接

続)」，7%で状態「遠隔講義」で，4%で状態「ブルー

レイ」に遷移し，状態「持ち込み PC(RGB接続)」は

50回，1946分滞在していたことがわかる．医学部看

護学科 303 教室では，授業開始直後に，82%の状態

「持ち込み PC(RGB接続)」と 7%の状態「持ち込み

PC(HDMI接続)」を合わせて，89%の授業で持ち込み

PCを用いており，その多くがそのまま授業を終了し

ていることがわかる．授業の導入については持ち込

み PC を用いているが，ブルーレイや書画カメラの

利用についても利用促進をしてもらうべく方策を検

討したい．ICT機器利用パターンは，教員の ICT機

器操作の順序や傾向を示しており，これによって

ICT 機器活用効果の測定に有効であると考えられる． 
 

4. まとめ 

本研究では，ソフトウェアや情報システムのモデ

リング技術の一つである運用プロファイルに，状態

の滞在回数と滞在時間を付与した拡張運用プロファ

イルを用いて，香川大学型 IT教卓システムの操作ロ

グから教員の ICT機器利用パターンを構築した．教

室によって構築された ICT機器利用パターンに明確

な差が見られ，本研究で用いた手法が ICT活用教育

の効果測定に，一定の効果があることが示された． 

本研究で提案した ICT 機器利用パターンは，ICT

活用教育の効果測定や，ICT 機器整備計画立案のた

めの方策を提案するだけでなく，授業における ICT

機器を活用したカリキュラムデザイン，学習環境デ

ザインなど教育デザインにおいても寄与するもので

ある．本研究で得られた成果を受け，利用頻度の低

い ICT機器を利用が見込まれる教室に移設すること

を検討するとともに，今後の ICT機器整備計画立案

に本研究の成果を反映させる予定である． 
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図 1 構築された ICT機器利用パターン（医学部看護学科 303教室） 
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